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【中国の鋼材価格】

伸び率（左軸）

価格（右軸）

（％） （人民元/トン）

（年/月）

2017年7月12日 

（No.2,801） 
〈マーケットレポートNo.5,512〉 

2017年7月04日 豪州の金融政策は10会合連続の据え置き（2017年7月） 
2017年6月20日 民間消費を軸に安定成長が見込まれる豪州経済 
 

鉄鉱石、石炭とも下げ止まり 
鉄鉱石は上昇に向かいつつある 

安定しつつあり、豪ドルの下支えとなろう 
鉄鉱石・石炭の価格と豪ドルの動向 

 鉄鋼の主原料となる鉄鉱石の価格は、17年6月

上旬に1トン当たり55ドルを割り込みましたが、こ

れを当面のボトムに持ち直してきました。足元では

同60ドル台前半で推移しています。 

 石炭の価格は、鉄鋼用原材料としてのコークス製

造などに利用される原料炭で見て、短期的な上

昇、下落を繰り返していますが、直近では下げ止

まり、1トン当たり150ドル台で推移しています。 

鉄鉱石、石炭とも価格安定へ 
需給改善で鋼材価格が上昇 

（注） データは2015年3月1日～2017年7月11日。       
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセット 
      マネジメント作成 

（注1) データは2015年3月1日～2017年7月 
          11日。日々データ。伸び率は前年比。 
（注2）鋼材価格はホットコイル価格。    
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセット 
      マネジメント作成 

 鉄鉱石については、価格が中国の鉱山の損益分

岐点と推定される1トン当たり70ドル前後の水準を

下回ってきたことから、今後、減産に向かう見込み

です。 

 中国で社会資本整備のための公共投資が拡大し、

鋼材需要が増大しています。こうした需要の拡大に

加え、供給の抑制により需給が引き締まり、鋼材

価格が上昇しています。これは鉄鉱石、原料炭価

格の双方にとって追い風となります。 

 豪ドルの対円相場は、鉄鉱石や石炭等の資源価

格の持ち直しや、日豪金利差の拡大などを受け、

今年4月中旬を当面の底に戻り歩調にあります。 

 今後についても、①資源価格の持ち直し、②それ

に 

による輸出の拡大と、貿易収支の改善（黒字転

換）、③豪州準備銀行（RBA）と日銀の金融

政策の方向性の違い（RBAは中立姿勢維持の

見通し、日銀は緩和姿勢継続）等から見て、豪

ドルの対円相場は堅調に推移すると予想されます。 

鉄鉱石が豪ドルの下支えになろう 
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【鉄鉱石価格と豪ドルの対円相場】

対円レート（左軸）

鉄鉱石価格（右軸）

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news170620as.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news170704as.html

